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巻
頭
言 

 
 
 
 

 

 
 

練
馬
支
部 

九
組 

城
道
分
教
会 

森 

量
子 

 

練
馬
の
地
に
嫁
ぎ
、
早
二
年
半
が
経
ち
ま
す
。
ま
た
同
時
に
会
長
の
事
故
と
い

う
大
節
か
ら
二
年
半
が
経
ち
、
お
陰
様
で
順
調
に
御
守
護
い
た
だ
き
会
長
の
御
用

を
勤
め
て
お
り
ま
す
。
当
時
支
部
関
係
者
の
皆
々
様
に
お
願
い
づ
と
め
を
し
て
頂

い
た
り
、
色
々
と
心
を
砕
い
て
頂
き
ま
し
た
。
上
級
教
会
が
遠
い
と
い
う
事
も
あ

り
、
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
支
え
て
く
れ
る
の
は
、
や
は
り
支
部
と
い
う
近
い
方
だ

と
横
の
つ
な
が
り
の
有
難
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
今
年
三
月
末
に
婦
人
会
の
中
の
若
い
世
代
の
方
を
対
象
に
し
た
『
ね
り

っ
ぷ 

リ
ボ
ン
の
会
』
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
婦
人
会
の
行
事
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
中
で
『
う
ち
に
も
お
嫁
さ
ん
が
い
る
け
ど
、
支
部
に
知
り
合

い
が
い
な
い
か
ら
参
加
し
づ
ら
い
』
と
い
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
の
現
状
、
お

道
の
中
は
年
齢
層
が
高
く
六
〇
代
以
上
の
方
が
頑
張
っ
て
お
道
を
支
え
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
練
馬
支
部
の
婦
人
会
の
つ
ど
い
の
参
加
者
は
平
均
年
齢

が
全
体
よ
り
若
く
、
二
〇
～
五
〇
代
の
方
も
多
く
皆
勇
ん
で
い
る
よ
う
に
思
っ
た

時
、
同
じ
世
代
の
方
と
、
今
向
き
合
っ
て
る
事
や
今
意
気
込
ん
で
い
る
事
な
ど
を 

          

語
り
合
う
場
が
必
要
で
、
横
の
つ
な
が
り
か
ら
た
す
け
あ
え
る
信
頼
関
係
を
作
る

場
が
あ
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
立
ち
上
げ
よ
う
と
動
き
始
め
ま
し
た
。 

 
 

活
動
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
二
回
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
度
目
は
お

花
見
を
し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
、
二
度
目
は
一
問
一
答
す
ご
ろ
く
を
使
い
練
り
合

い
を
す
る
な
か
で
、
子
供
食
堂
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
取
り
組
み
を
実

践
さ
れ
て
る
方
の
話
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に
対

し
て
、
準
備
段
階
で
ど
う
い
っ
た
事
が
必
要
で
あ
る
か
な
ど
疑
問
に
答
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
に
を
い
が
け
や
教
会
お
と
ま
り
会
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
教
会

の
や
り
方
を
聞
き
な
が
ら
自
教
会
の
や
り
方
な
ど
を
見
つ
め
直
す
チ
ャ
ン
ス
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
同
じ
地
域
の
方
と
地
域
の
事
を
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
践
へ
の
近
道
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
『
ね
り
っ
ぷ 

リ
ボ
ン
の
会
』
を
通
じ
今
ま
で
築
き
上
げ
た
練
馬
支
部
の
繋

が
り
を
次
代
に
繋
げ
る
た
め
、
よ
り
勇
ま
し
合
え
る
会
に
な
れ
る
よ
う
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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☆ねりっぷ リボンの会☆ 

練馬支部婦人会を略して 

『ねりっぷ』 

人と人を結び、ちょっぴり特別な 

場所になれたらいいなと 

『リボンの会』 

という名前にしました。 

 

年に３〜４回の活動 

年齢は 20〜50 代対象 

 

勇まし合える会にしたいと 

思います。 

LINE のグループがあります‼ 
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少
年
会
・
夕
涼
み
会 

 
 

六
月
三
十
日
（
土
）
十
七
時
よ
り 

 

紀
豊
崎
分
教
会
に
て
「
夕
涼
み
会
」
を 

 

行
い
ま
し
た
。 

 
 

支
部
内
の
先
生
方
に
は
様
々
な
形
で 

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

お
陰
様
で
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
四
十
五
名(

内
、
少
年
会
員 

二
十
五
名)

で
し
た
。 

ま
た
、
今
後
も
楽
し
い
行
事
を
企 

画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 
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ひ
の
き
し
ん 

◆ 
七
月
一
日
（
日
）
は
、
早
い
梅
雨
明
け 

で
大
変
暑
い
中
、
三
名
の
方
が
参
加
下 

さ
い
ま
し
た
。 

暑
い
中
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆ 

次
回
支
部
ひ
の
き
し
ん
は
、 

十
月
七
日
（
日
）
で
す
。 

八
月
、
九
月
は
、
お
休
み
で
す
。 

 

に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 

六
月
三
十
日
（
土
）
、
崎
新
道
分
教
会 

に
て
、
午
前
十
時
よ
り
に
を
い
が
け
、 

十
一
時
よ
り
例
会
を
、
つ
と
め
さ
せ
て 

頂
き
ま
し
た
。 

 
 

十
一
組
よ
り
、
当
該
教
会
の
小
林
先 

 

生
、
道
丸
分
教
会
の
丸
岡
先
生
、
東
富
士 

分
教
会
の
新
井
先
生
、
神
橋
分
教
会
の 

篠
先
生
よ
り
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

（
参
加
者 

二
十
四
名
） 

 
 

 

  

青
年
会 

◆ 

天
理
教
青
年
会
創
立
百
周
年
に
向
か 

っ
て
、
東
京
教
区
青
年
会
で
の
都
内 

「
三
百
六
十
五
日
毎
日
実
動
」
は
、
昨 

年
十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
無
事
完
遂 

い
た
し
ま
し
た
。 

練
馬
支
部
で
は
、
引
き
続
き
実
施
致

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
今
後
の
予
定 

七
月
六
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

練
馬
駅
南
口 

 

◆ 

創
立
百
周
年
記
念 

 

第
九
十
四
回
天
理
教
青
年
会
総
会 

 
 

立
教
百
八
十
一
年 

十
月
二
十
八
日
（
日
） 

 

婦
人
会 

◆ 

六
月
十
九
日
（
火
）
豊
喜
分
教
会
で
、 

母
親
講
座
「
若
い
お
母
さ
ん
の
会 

を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

四
名
） 

❋
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
ペ
ー
ジ
の 

巻
頭
言
を
御
覧
下
さ
い
。 

 ◆ 

七
月
の
例
会
は
お
休
み
で
す
。 

 

教
務
部 

◆ 

六
月
二
十
八
日
、
無
事
に
法
人
事
務 

 

指
導
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

お
預
か
り
し
ま
し
た
都
庁
提
出
書
は
、 

七
月
四
日
に
教
区
教
務
部
に
提
出
し
、 

そ
の
後
教
区
で
取
り
ま
と
め
て
、
都
庁 

に
提
出
し
ま
す
。 

（
指
導
教
会
数
四
十
一
）
又
、
任
期
満 

了
に
伴
う
責
任
役
員
変
更
届
も
併
せ
て 

提
出
し
、
教
区
か
ら
各
直
属
教
会
へ
郵 

送
す
る
段
取
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

災
害
た
す
け
あ
い
募
金 

◆ 

平
成
二
十
九
年
度
分
と
し
て
、
練
馬
支 

部
よ
り
、
十
四
万
六
千
三
百
円
を
教
務
支 

庁
に
納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

天理教基礎講座 東京会場 
今月の予定 

７月  8 日（日）【昼間】午後１時３０分～３時（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ ０３－３９１７－０２４７ 

内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」講話Ⅰ「かしもの・かりもの」 

     ビデオ②「信仰のよろこび」    講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 
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７月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本誌は、天理教ホームページの「信仰している方へ」の中の教区・支部情報ネットでご覧になれます。 

       【下の QR コードから直接アクセス出来ます】 

 

日 時 行 事 会場 担当者 

7 月  5 日（木） 

  9：30 より 

教区ひのきしん 東京教務支庁  

11 組 

❋ 7 月  6 日（金） 

 19：00 より 

青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

久保 耕平 

070-6632-2160 

❋ 7 月   8 日（日） 

13：30 より 

天理教基礎講座 東京教務支庁 

 受講対象 15 歳以上 

 受講御供 500 円 

 

❋ 8 月  3 日（金） 

19：00 より 

青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

久保 耕平 

070-6632-2160 

8 月  4 日（土） 

16：00 より 

幹事会 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

3991-4068 

 

     

     

   練馬支部のページが開けます 

 
 

立教１８１年７月２６日（木）～８月４日（土） 

訃 

報 

六
月
十
一
日 

お
出
直
し 

 
 

錦
江
大
教
会
・
開
和
分
教
会
長 

 
 

柄
澤
政
儀
先
生
（
八
十
一
歳
） 

 

永
年
に
亘
り
、
お
道
の
上
に
、
ま
た
、 

支
部
活
動
の
上
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
て
、 

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 


